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本学と丹羽安喜子とのかかわりについてはその没後、
その所蔵図書類が、本学理事で財務部長であった夫
君・俊彦氏によって本学図書館に寄贈されて以来、本
学の出版物にしばしば紹介され、マスコミの話題にな
ったりしたので、よく知られている。最近では本誌の
第73・74の両号に詳しく紹介されたり、新収資料の一
部が展示されたり、東京の丸善で開かれた「近代への
扉：関西学院大学図書館所蔵資料展」にも多数出品さ
れたりするなどして、ますます知られるようになった
ので、今更彼女自身について述べる必要はないとおも
うが、歌人としての彼女の最も注目すべき点は、与謝
野晶子に嘱望されていたことである。晶子は安喜子を
すぐれた歌人に育てあげ、明星派の関西における活動
拠点としたかったのではないかと思われる。
晶子が安喜子を多年にわたって熱心に指導していた
ことははやくから知られていたが、一昨年、それを裏
づける貴重な資料が本学図書館に入った。それは晶子
が添削を施した（一部には夫・寛の手も入っているが）
544枚に及ぶ安喜子の歌稿である（他に、安喜子の歌集
『蘆屋より』の、石井柏亭描く装幀画の原画やその出版
記念会の芳名録等もある）。
それらが本学図書館の所蔵となったいきさつについ
ては、本学が新聞等に発表した記事や、学内広報誌等
によって周知されているので、あらためて書く必要は
あるまいが、添削者の作歌意識の解明という点でも重
要と思われるので、この資料の翻刻に携わった者とし
て、また与謝野晶子研究という立場から、若干の分析
を試みたい。
まず、概略を紹介する。
総枚数は544枚で、大半は四百字詰めの原稿用紙に書
かれているが、期間が1920年から1940年という長期に
わたっているので、原稿用紙もいろいろなのを使って
いるし、二百字詰めのや、罫紙、半紙を使ったのもあ
る。初期のには罫紙や半紙に毛筆で書いたものが多い。
歌の数は、大半は一枚に十首書かれているのだが、
一枚五首のもあるし、消しているのも少しあるのでざ
っと五千首ほどと思われる。
原作はほとんどが丹羽安喜子のものであるが、夫・
俊彦のが少し入っている。夫は時々つきあい程度に作
っていただけのようである。歌集を出すには至ってい
ない。
添削したのはもちろん晶子であるが、時々「寛／
晶子拝見」としてあるところを見ると、寛の意見もと
り入れて晶子が添削したのもある、ということが推察
される。
この歌稿のいれものは、籐で作った文箱で、旧蔵者
の加藤隆久氏が見つけた時に、それに入っていたとい
うことなので、安喜子がそれに入れて保存していたも
のと思われる。
最も古い歌稿がある1920年は、寛と晶子が、1908年
に廃刊になった『明星』を復刊した前年であるので、
安喜子もその同人として参加すべく、歌稿を送ったも
のと思われる。
最後の1940年は、
復刊した『明星』
が再び廃刊されて、
その後継誌『冬柏』
が出されていた時
期であるが、寛は
1935年に亡くなっ
たので、最後の五
年間には寛の名は
ない。最後が1940
年になっているの
は、その年の一月
に晶子は脳溢血を
おこし、一見かな
り恢復するのであ
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様々な用紙に書かれた歌稿 寛／晶子両人の署名が見られる
るが、もはや人様の原稿に手を入れる気力がなかった
からだろう。『冬柏』も不定期刊となっていた。
次に添削の実際について見てみる。
吾がうきも消えうせにしと思ふころかなたの雲も
海に入りけり
を例にあげると
吾がうれひうすらぎゆくと思ふころかなたの雲も
海に消えけり
と、大幅に直している。
髪乱し笑ひて立てる狂女にもあさしダリヤの風に
散る前
も、
たをやめの狂乱せしも思はせぬ風のなかなるダア
リアの花
と、これも大幅に直している。このように、単に字句
の修正にとどまるものでないのは、自分がそれを詠む
ならこう詠む、と一つ一つの歌について考えているの
ではないか。それだけ親身になって添削しているとい
うことである。
白き富士群青の裾大宝の淡き紅葉と精進湖の水
については「白」「群青」「淡き紅葉」に赤で傍線を引
いて「色を並べ候こと初心の人のすること／あはきな
どは心してつかふことなり」と注意書きをしている。
これは、もう一度作り直してみなさい。という忠告で
あろう。
わかさぎの浮かぶ姿も今日見えず富士の山中湖底
の澄
ママ
む
に対しては「材料にしたまふことわろし」とコメント
している。添削にも価しないありきたりの作だという
ことであろう。
かと思うと、
片男波浅黄の湖の打よせて返り忘れしわが心かな
については
打よする波をながめてわが心家に返るを忘れぬる
かな
と直した上で「片男波」を赤で囲んで「かゝる波は無
之候。万葉の『潟を無み』と言ふ句を読みあやまりし
より出でたる俗言なり」と注意している。もっと古典
を勉強せよ、ということである。
このように見て行くと、与謝野家の生活と名誉を一
身に担って「死んだらこころゆくまで眠れるのに、人
はなぜ生きているうちに眠らなければならないのか」
というほど超多忙であった晶子が、おざなりの添削で
なく、このように丁寧に、心をこめて見ていることは、
本当に弟子思いの証拠であったと思う。石川 木が晶
子を姉のように慕っていたのももっともである。しか
し、単に厳しいだけでなく、沢山の歌稿が寄せられた
時は「歌にみこゝろを砕きたまひて、多くの御作得た
まへることを、うれしく存じ申候」と暖い返事を添え
ることも忘れていない。
血のごとき涙のわきぬ心なるコ
ママ
ロロホルムのさめ
かゝる時
を「佳作」とした上で、これと並べた
わが心麻痺し終りぬコカインの注謝
ママ
が今の只の一
こと
については「前作に比べて悪る
ママ
いわけを御直感下さい
まし」と、自分で考えるように仕向けている。
というように、およそ五千首のほとんどに、添削や
コメントを加えたり、上に丸印（一重から四重まであ
る）をつけたりしている中で
何事も思はじ病みてすなほにもみ国を思ふ病院の
　　夜
については、何の添削もコメントも加えずに、太い赤
で抹消しているのにはっとする。あたかも「満州事変」
の頃であるが、晶子がこういうわざとらしい歌は大嫌
い、と意志表示しているように思われる。
その他
・安易な多作をしない
・既成概念にとらわれない
・略字は本字と意味を異にする場合があるので注意
すること
・生硬な表現を避ける
等々、多岐にわたる注意をしているが、安喜子が晶子
の意見をどう受けと
めたか。次なる課題
は、実際に『明星』
や『冬柏』に出した
り、歌集に入れたり
した歌との照合であ
る。
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